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Japan,  the  Land of  Gold ,  S i lver  and Copper .
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金相場会所の跡地に建つ大阪取引所

増脩改正摂州大阪地図「金相場会所」（出典：国立国会図書館）

日本唐土二千年袖鑑「金相場会所」（出典：大阪市立図書館）
江戸時代の貨幣制度は、金、銀、銭（銅）。金は額面のある計数貨幣、銀貨は重さを量って使用する秤量貨
幣。金は主に江戸、銀は大坂で使われ、銭は全国共通。法定交換レートも定められていたがあまり信用され
ず、実際には相場が立てられた。

江戸時代、中之島周辺には各藩の蔵屋敷が多く並んでいた。堂島には世界初の組織的な先物取引所として知られる米市場が見られる。金相場会所は最初、
高麗橋付近にあったが、1743（寛保３）年に北浜に移り、1868（明治1）年、銀目取引廃止に伴い閉鎖された。その跡地に大阪株式取引所（現、大阪取引所）
が作られ、明治以降の株式会社の普及、資本市場の発展に寄与していくことになる。難波橋は現在とはひと筋ずれていた。

三井家大坂両替店「日記録」（出典：近世経済データベース）　
18世紀中期から明治初年にわたり、日々の米価、金銭比価、そして天候を採録したもの。米相場、金、銭相場が重要な
指標として、毎日、記録されている。

金相場会所

堂島米市場

（現在の大阪取引所）
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